
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

8-2017

お
お
き
く
な
り
ま
し
た

干潟観察（賀田小学校）



❷

８月５日㈯開催
①
イ
タ
ダ
キ
市

・時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

②
第
21
回
カ
ッ
タ
ー
競
技
大
会

・時
間

午
前
９
時
～
午
後
１
時
15
分

③
元
気
な
チ
ビ
ッ
コ
集
ま
れ
！

魚
つ
か
み
大
会

・時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

※
事
前
申
込
で
、参
加
が
決
定
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

④
こ
ど
も
茶
道
ク
ラ
ブ
に
よ
る

お
茶
の
お
も
て
な
し

・時
間

午
前
10
時
～
正
午

⑤
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー（
Ｈ
ａ
ｎ
ａ

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
フ
ラ
ほ
か
２
チ
ー
ム
）

・時
間

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

⑥
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者

高
見
春
代
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

・時
間

午
後
６
時
40
分
～
７
時

⑦
尾
鷲
節
踊
り
等

（
尾
鷲
節
保
存
会・坂
東
流
柳
蛙
会
）

・時
間

午
後
７
時
～
７
時
20
分

⑧
太
鼓
協
演（
ロ
ッ
ク
ジ
ャ
ム
・
尾

鷲
節
保
存
会
こ
ど
も
太
鼓
）

・時
間

午
後
７
時
20
分
～
７
時
35
分

⑨
ハ
イ
ド
ロ
ス
タ
ー
に
よ
る

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

・
時
間

午
後
７
時
40
分
～
７
時
55
分

⑩
海
上
花
火
大
会 

約
３
、０
０
０
発

・時
間

午
後
７
時
55
分
～
９
時
30
分

◆
巡
視
船「
す
ず
か
」体
験
航
海
乗
船

・
日
時

８
月
６
日
㈰午

後
１
時
30
分
～
３
時

・
定
員

２
０
０
人（
事
前
応
募
）

◆
第
42
回
お
わ
せ
黒
潮
歌
謡
ク
ラ
ブ

歌
謡
祭
の
夕
べ

・
日
時８

月
４
日
㈮　
午
後
６
時
開
演

・
場
所

尾
鷲
市
民
文
化
会
館

（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

尾
鷲
港（
魚
市
場
）で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

お問い合わせ　　尾鷲観光物産協会　　☎�８２６１　　水産商工食のまち課　☎�８２２３

雨天順延８月６日㈰

関
連
行
事



❸

ふ
れ
あ
い
バ
ス

運
行
路
線
の
変
更

　

港
ま
つ
り
開
催
日
は
、「
お
わ
せ
港

ま
つ
り
」に
よ
る
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。乗
降
で
き
な
い
停
留
所
と
時
刻

は
、左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
ハ
ラ
ソ
線

尾
鷲
港（
午
後
６
時
51
分
）

朝
日
町（
午
後
６
時
52
分
）

栄　
町（
午
後
６
時
53
分
）

野
地
町（
午
後
６
時
54
分
）

お
問
い
合
わ
せ

三
重
交
通
㈱　
南
紀
営
業
所

☎
０
５
９
７・８
５・２
１
９
６

８月５日㈯開催

第６７回

ハイドロスターによるウォー
ターショー



❹

　
天
文
科
学
館
で
は
、毎
年
８
月

１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪
の「
ス
タ
ー

★
ウ
ィ
ー
ク
～
星
空
に
親
し
む
週

間
～
」を
中
心
に
、子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
く
星
空
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、夏
休
み
期
間
中
は

い
ろ
い
ろ
な
天
文
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、家
族
そ
ろ
っ
て
天

文
科
学
館
へ
出
掛
け
て
、尾
鷲
の

星
空
の
美
し
さ
を
ゆ
っ
く
り
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

◆
日
時

８
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

午
後
７
時
～
９
時

※
曇・雨
天
の
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

自
由
参
加・参
加
費
無
料

　
15
㎝
の
大
双
眼
鏡
で
見
る
花
火

は
迫
力
満
点
で
す
。

◆
日
時

８
月
５
日
㈯

午
後
７
時
～
９
時

※
天
候
に
よ
り
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
由
参
加・参
加
費
無
料

　
星
座
早
見
盤
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時

８
月
11
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午　

◆
対
象

保
育
園・幼
稚
園
以
上
の
親
子

◆
定
員

20
人（
参
加
費
無
料
）

※
材
料
、用
具
は
天
文
科
学
館

で
用
意
し
ま
す
。

◆
申
込

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

８
月
14
日
㈪

午
後
７
時
～
９
時

※
曇・雨
天
の
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

自
由
参
加・要
入
館
料

　
和
名
星
座
早
見
盤
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時

８
月
25
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午　

◆
対
象

小
学
三
年
生
以
上

◆
定
員

10
人（
参
加
費
無
料
）

※
材
料
、用
具
は
天
文
科
学
館

で
用
意
し
ま
す
。

◆
申
込

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

天
文
科
学
館  

☎
�
０
５
２
５

ス
タ
ー・ウ
ィ
ー
ク

特
別
夜
間
観
望
会

お
わ
せ
港
ま
つ
り
協
賛

夜
間
観
望
会

盆
の
特
別
観
望
会

夏
休
み
創
作
室

８
月
の

天
文
イ
ベ
ン
ト
情
報

 
ス
タ
ー・ウ
ィ
ー
ク 

～
星
空
に
親
し
む
週
間
～

星
の
物
語
り
を
楽
し
む

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生

に
よ
り
、甚
大
な
被
害
が
予
測
さ

れ
る
尾
鷲
市
で
は
、「
自
助
」「
共

助
」の
役
割
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　
８
月
30
日
㈬
か
ら
防
災
週
間
が

始
ま
る
た
め
、市
内
全
域
被
災
者

０
を
目
指
し
て
尾
鷲
市
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。訓
練
は
緊
急
地

震
速
報
か
ら
始
ま
り
、危
険
回
避

行
動
を
取
り
、揺
れ
が
収
ま
っ
た

後
は
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
率
先
避

難
者
と
し
て
最
善
を
尽
く
し
、す

ぐ
に
避
難
を
開
始
し
て
、「
自
助
」

の
意
識
を
作
り
出
し
、市
民
の
皆

さ
ん
が
訓
練
を
提
案
し
て
、実
践

的
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

「
共
助
」の
意
識
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

◆
日
時・場
所

９
月
３
日
㈰

午
前
９
時
訓
練
開
始（
発
災
）

午
前
10
時
か
ら
、旧
町
内（
宮

ノ
上
～
矢
浜
）に
あ
っ
て
は
各

小・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、そ

の
他
の
各
地
区
は
、指
定
す
る

場
所
に
集
ま
り
、訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

◆
内
容

①
緊
急
地
震
速
報
に
よ
る
危
険

回
避
訓
練

地
震
か
ら
身
を
守
る
訓
練

（
低
い
姿
勢
で
、
頭
を
守

り
、揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
動

か
な
い
）

　

②
大
津
波
警
報
に
よ
る
避
難

訓
練

避
難
経
路
及
び
避
難
場
所

の
確
認
等

◆
訓
練
派
遣
要
請
機
関

三
重
紀
北
消
防
組
合
、尾
鷲
消

防
署
、尾
鷲
市
消
防
団
等

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
な

り
、自
ら
考
え
、地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
防
災
の
原
点
に
基
づ
き
、

市
内
全
域
被
災
者
０
を
目
指
す

た
め
、防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
室
☎
�
８
１
１
８

尾鷲市防災訓練

心肺蘇生訓練

住民主導による訓練（そばこ会）



❺

お問い合わせ　議会事務局　☎�８２１０

議会運営委員会（７人）
会期日程等議会の運営に関する事
項、議会の会議規則、委員会に関
する条例等に関する事項、議長の
諮問に関する事項等

委 員 長　村田幸隆
副委員長　仲 明
委 員　三鬼孝之

奥田尚佳
楠 裕次
三鬼和昭
濵中佳芳子

議長　南 靖久　　　副議長　小川公明　　　監査委員　髙村泰德

新しい尾鷲市議会の体制が決まりました

総務産業常任委員会（６人）
市長公室・財政課・総務課・防災危
機管理室・税務課・水産商工食のま
ち課・木のまち推進課・建設課・出
納室・議会事務局・水道部などの所
管事項

委 員 長　三鬼和昭
副委員長　内山將文
委 員　三鬼孝之

奥田尚佳
上岡雄児
小川公明

生活文教常任委員会（６人）
市民サービス課・福祉保健課・環境
課・教育委員会・総合病院および社
会福祉事務所の所管事項

委 員 長　濵中佳芳子
副委員長　髙村泰德
委 員　楠 裕次

村田幸隆
仲 明
野田拡雄

予算決算常任委員会（12人）
予算・決算に関すること

委 員 長　三鬼孝之
副委員長　野田拡雄
委 員　内山將文

奥田尚佳
楠 裕次
上岡雄児
三鬼和昭
村田幸隆
仲 明
小川公明
髙村泰德
濵中佳芳子

紀北広域連合議会
（尾鷲市議会選出議員６人）

南 靖久、三鬼和昭、濵中佳芳子、
三鬼孝之、上岡雄児、野田拡雄

三重紀北消防組合議会
（尾鷲市議会選出議員４人）
南 靖久、三鬼和昭、三鬼孝之、
楠 裕次

尾鷲市農業委員会委員（１人）
三鬼和昭

三
鬼
孝
之

三
木
浦
町
38

無
所
属・前　
当
選
９
回

内
山
將
文

光
ヶ
丘
18
‐
21

無
所
属・新　
当
選
１
回

奥
田
尚
佳

古
戸
町
１
‐
10

無
所
属・前　
当
選
４
回

楠 

裕
次

矢
浜
一
丁
目
25
‐
25

無
所
属・新　
当
選
１
回

上
岡
雄
児

三
木
里
町
９
７
３

無
所
属・新　
当
選
１
回

三
鬼
和
昭

朝
日
町
７
‐
７

無
所
属・前　
当
選
７
回

村
田
幸
隆

中
央
町
３
‐
41

無
所
属・前　
当
選
８
回

仲 

明
矢
浜
二
丁
目
10
‐
１

無
所
属・新　
当
選
１
回

小
川
公
明

梶
賀
町
１
３
８

公
明
党・前　
当
選
２
回

南 

靖
久

向
井
２
７
８
‐
１

無
所
属・前　
当
選
10
回

髙
村
泰
德

林
町
14
‐
10

無
所
属・前　
当
選
９
回

野
田
拡
雄

南
陽
町
６
‐
26

無
所
属・新　
当
選
１
回

濵
中
佳
芳
子

南
陽
町
８
‐
27

無
所
属・前　
当
選
４
回



❻

特別児童扶養手当の支給
　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
に
対
し
て
、特
別

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

◆
受
給
対
象

　

20
歳
未
満
の
児
童
で
、精

神
、身
体
ま
た
は
、知
的
障
が

い（
該
当
す
る
程
度
）の
あ
る

児
童
を
監
督・
保
護
し
て
い
る

父
も
し
く
は
母
、ま
た
は
父
母

に
変
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

※
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

②
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍

謄
本

※
児
童
が
母
の
戸
籍
に
入

っ
て
い
な
い
場
合
、児
童

の
戸
籍
謄
本
と
各
１
通

③
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま

れ
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定

診
断
書（
対
象
児
童
が
身
体

障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
の

発
行
を
受
け
て
い
る
場
合
、

そ
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、手

帳
の
写
し
を
提
出
す
る
こ
と

で
診
断
書
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

⑤
振
込
先
口
座
申
出
書

⑥
金
融
機
関
の
通
帳
の
写
し

⑦
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

確
認
書
類

⑧
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手

帳
の
写
し

※
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合

◆
所
得
制
限

　
請
求
者
本
人
、配
偶
者
の
所

得
及
び
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
、所
得
制
限
限
度
額
以
上
の

場
合
は
、手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
手
当
月
額

　
　
１
級　
５
１
、４
５
０
円

　
２
級　
３
４
、２
７
０
円

※
法
の
規
定
に
基
づ
き
改
定
さ

　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
支
払
月
日

４
月
、８
月
、11
月
の
各
月
11

日（
年
３
回
）

◆
所
得
状
況
届

　
年
に
１
度
、受
給
者
及
び
配

偶
者
、扶
養
義
務
者
の
所
得
等

を
確
認
す
る
こ
と
で
、手
当
の

支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
８
月
14
日
㈪
か
ら
９
月
11
日

㈪
の
間
に
、福
祉
保
健
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、届
出

が
な
い
場
合
は
、８
月
以
降
の

手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
先・お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
�
８
２
０
２

◆
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　
子
ど
も・
一
人
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
及
び
児
童・
心
身
障
が
い
者
の

健
康
の
保
持
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、支
払
っ
た
医
療
費
の
保
険
一

部
負
担
金
相
当
額
な
ど
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

　
現
在
、福
祉
医
療
費
助
成
を
受
け

て
い
る
人
に
は
、受
給
資
格
の
更
新

に
よ
り
、８
月
下
旬
に
新
し
い
受
給

資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。（
た
だ

し
、平
成
28
年
中
の
所
得
額
に
よ
っ

て
は
更
新
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。）ま
た
、所
得
額
に
よ
り
前
年
に

更
新
さ
れ
な
か
っ
た
人
で
も
、今
年

新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は

申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、健
康
保
険

証
等
を
持
参
の
う
え
、８
月
中
に
社

会
福
祉
事
務
所（
福
祉
保
健
課
）ま
た

は
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

対
象

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

①
小
学
校
卒
業（
12
歳
に
な
っ
た

日
以
後
の
初
め
の
３
月
31
日
）

ま
で
の
子
ど
も

②
中
学
生
の
入
院
は
対
象
と
な

り
ま
す
が
、証
の
発
行
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

●
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

①
一
人
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母

及
び
18
歳
年
度
末
ま
で
の
児
童

②
父
母
の
い
な
い
18
歳
年
度
末

ま
で
の
児
童

●
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が

１
～
３
級
の
人

②
知
能
指
数
が
35
以
下
、ま
た
は

療
育
手
帳
Ａ
１
及
び
Ａ
２
と

判
定
さ
れ
た
人

③
身
体
障
害
者
の
等
級
が
４
級

の
人
の
う
ち
、知
能
指
数
が
36

以
上
50
以
下
、ま
た
は
療
育
手

帳
Ｂ
１
と
判
定
さ
れ
た
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
等
級
が
１
級
の
人

※
い
ず
れ
も
、支
払
っ
た
医
療
費
の

保
険
一
部
負
担
金
相
当
額（
精
神

障
害
者
の
人
は
、通
院
費
用
の

み
。）を
助
成
し
ま
す
。た
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
事
務
所（
福
祉
保
健
課
）

☎
�
８
２
０
２

福
祉
医
療
費
助
成
と
受
給
資
格
者
証
の
更
新



❼

特別障害者手当と障害児福祉手当の支給
　
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
人
に
、特
別
障
害
者
手
当

（
児
童
の
場
合
は
障
害
児
福
祉
手
当
）

を
支
給
し
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
と
は

　
20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、政
令
で
定
め

る
程
度（
国
民
年
金
の
１
級
程
度
の
障

が
い
が
重
複
す
る
な
ど
）の
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

 　
手
当
月
額　
２
６
、８
１
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
と
は

　
20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、政
令
で
定

め
る
程
度
の
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

が
必
要
な
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額　
１
４
、５
８
０
円

※
な
お
、ど
ち
ら
の
手
当
も
支
給

要
件
や
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
障
害
児

福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
８

月
14
日
㈪
か
ら
９
月
11
日
㈪
ま
で
の

間
に
、現
況
届
を
福
祉
保
健
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、提
出
が
な

い
場
合
、手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
３

◆
受
給
対
象

　

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、児

童
を
監
護
し
、生
計
を
同
じ
く

す
る
父
ま
た
は
、児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。な

お
、児
童
と
は
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
い

い
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

害（
国
民
年
金
の
障
害
等
級

１
級
程
度
）の
状
態
に
あ
る

児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明

ら
か
で
な
い
児
童

⑤
そ
の
他（
父
ま
た
は
母
に
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

童
、父
ま
た
は
母
が
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童
、母
が
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
、父

ま
た
は
母
が
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令

を
受
け
た
児
童
な
ど
）

※
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

②
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍

謄
本

③
所
得
課
税
証
明
書

※
１
月
１
日
現
在
、市
内
在

住
で
な
か
っ
た
人
の
み

④
年
金
手
帳

⑤
請
求
者・対
象
児
童
の
健
康

保
険
証

⑥
認
定
請
求
者
名
義
の
預
金

.

通
帳

⑦
請
求
者・
対
象
児
童・
扶
養

義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

確
認
書
類

⑧
請
求
者
の
身
元
確
認
書
類

◆
所
得
制
限

　

請
求
者
本
人
の
所
得
及
び

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
所
得

制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

◆
手
当
月
額

　

手
当
額
は
請
求
者
及
び
扶

養
義
務
者
の
所
得
に
よ
り
、全

部
支
給
、一
部
支
給
、全
部
停

止
が
決
ま
り
ま
す
。な
お
、法

の
規
定
に
基
づ
き
改
定
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
支
払
月
日（
年
３
回
）

４
月
、８
月
、12
月
の
各
月
11
日

　
現
在
、児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
は
８
月
１
日
㈫
か
ら

31
日
㈭
ま
で
の
間
に
、現
況
届
を

福
祉
保
健
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、届
出
が
な
い
場
合
は
、

８
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
先・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

忘
れ
ず
に
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

児童扶養手当の支給

本体・加算額 全部支給 一部支給

本体額 42,290円 42,280円～ 9,980円

第2子加算額 9,990円 9,980円～ 5,000円

第3子以降加算額 5,990円 5,980円～ 3,000円



❽

平成 29年度の介護保険料（65歳以上）のお知らせ

介護保険料は大切な財源です

　介護保険料は、40 歳以上のみなさんに納め
ていただく介護保険料と公費を財源に運営し
ています。財源が不足すると、必要なサービ
スを十分に整備できなくなることもあります。
誰もが安心してサービスを利用できるよう、介
護保険料は必ず納めましょう。

お問い合わせ　紀北広域連合　☎�０８８８

　介護保険事業の円滑な運営を図るため、3 年ごとに介護保険事業計画を策定しサービス費用の見込み量等に基づき、
介護保険料を算定しています。65 歳以上の人（第 1 号被保険者）の保険料は、下記のとおり本人及び世帯の市民税の
課税状況や合計所得金額等により所得に応じた保険料の設定をしています。

●平成 29 年度は市民税非課税世帯の第 1 段階において、別枠にて公費を投入し、負担割合を減額しています。
下表は軽減後の金額を記載しています。（基準額×0.5 → 基準額×0.45）

介護保険料の金額
所得段階 所得等の条件 負担割合

（基準額×）
介護保険料
（年度額）

第１段階
①生活保護受給者または、老齢福祉年金受給者であって、世帯全員が
　市民税非課税の人
②世帯全員が市民税非課税であって、前年の合計所得金額と課税年金

収入額の合計が 80 万円以下の人
０．４５ ２９，４７６円

第２段階 世帯全員が市民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が

80 万円を超え、120 万円以下の人 ０．７０ ４５，８５２円

第３段階 120 万円を超える人 ０．７５ ４９，１２７円

第４段階 世帯の誰かに市民税が課税されて
いるが、本人は市民税非課税で前
年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が

80 万円以下の人 ０．８３ ５４，３６７円

第５段階 80 万円を超える人 基準額 ６５，５０２円

第６段階

本人が市民税課税で前年の合計所
得金額が

120 万円未満の人 １．２０ ７８，６０３円

第７段階 120 万円以上 190 万円未満の人 １．３０ ８５，１５３円

第８段階 190 万円以上 290 万円未満の人 １．５０ ９８，２５３円

第９段階 290 万円以上の人 １．７０ １１１，３５４円

◆合計所得金額とは
　収入からそれぞれの必要経費（給与の場合は給与所得控除額、公的年金の場合は公的年金等控除額等）を差し引い
た金額と、土地建物等や株式の譲渡に係る分離課税所得の合計で「基礎控除」「配偶者控除」「扶養控除」「社会保険料
控除」「医療費控除」などの所得控除をする前の金額です。

◆上記保険料額は年度（４月１日～３月 31 日）での額となっており、納付は年度間６回、偶数月での納付となります。
◆介護保険料は 65 歳になった日（※）が属する月から月割りで計算されます。

※法律上 65 歳の誕生日の前日が、65 歳到達日になります。「年齢計算に関する法律（民法 143 条（暦による期間の
計算）を準用）」を根拠としています。　（例：４月１日生まれ→３月分から算定）

介護保険料の納め方
徴収区分 特別徴収 普通徴収

納め方 受給されている年金から
天引きされます

口座振替や納付書で金融
機関、市役所、紀北広域連
合で納めます

対象者
老齢・退職年金、障害年
金及び遺族年金が年額で
18 万円以上の人

老齢・退職年金、障害年
金及び遺族年金が年額で
18 万円未満の人

ただし、次の条件に当てはまる人は普通徴収となります。
・平成 29 年度の途中で 65 歳になった人
（年金を支給されはじめてもすぐに年金から天引きはされません）
・平成 29 年度の途中で所得段階が変わった人
・平成 29 年度の途中で他の市町村から転入した人
・年金の現況届の提出が遅れた人
・年金を担保にお金を借りている人

公費
50％

40歳～64歳の
人の保険料28％

65歳以上の人
の保険料22％

財源内訳



❾

空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
と
利
用
促
進
助
成
金

　
近
年
、空
き
家
の
増
加
と
と
も

に
、適
切
に
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
き
家
が
、防
災
、衛
生
、景

観
等
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、地
域
住
民
の
生
命・
身
体・

財
産
の
保
護
、生
活
環
境
の
保

全
、空
き
家
の
有
効
活
用
の
た
め

の
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、空

き
家
所
有
者
は
、周
辺
の
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、空
き
家
の
有
効
活
用

や
定
住
移
住
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
創
設

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

尾
鷲
へ
移
住
定
住
す
る
た
め
に

「
家
を
借
り
た
い・家
を
購
入
し
た

い
」と
考
え
て
い
る
人
と
、空
き

家
を
所
有
し
て
い
る
人
を
、空
き

家
情
報
の
提
供
に
よ
っ
て
結
び
付

け
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
空
き
家

の
情
報
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
都
市
部
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相

談
会
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、空
き
家

バ
ン
ク
に
は
約
１
１
４
件
の
物
件

が
登
録
さ
れ
、59
件
の
物
件
が
成

約
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
へ
の
物
件

登
録
、空
き
家
の
利
活
用
を
促
進

す
る
た
め
に
、助
成
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
助
成
対
象
経
費

①
空
き
家
に
現
存
す
る
家
財
道

具
等
の
搬
出
及
び
処
分
に

係
る
経
費

②
空
き
家
の
清
掃
や
、敷
地
内

の
樹
木
の
伐
採
に
係
る
経
費

◆
助
成
対
象
者

　
尾
鷲
市
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
空
き
家
の
所
有
者

◆
助
成
金
の
額

　

助
成
金
は
１
物
件
に
つ
き

１
回
限
り
と
し
、１
件
あ
た
り

４
万
円
ま
た
は
、
実
際
に
か

か
っ
た
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い

額
を
助
成
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室　
　
　
☎
�
８
１
１
６

お
わ
せ
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
㊲
４
０
１
０

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

空
き
家
バ
ン
ク
利
用

促
進
助
成
金

　
近
年
、飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
低
下
に
よ
る

ペ
ッ
ト
の
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
の
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
い
ま
す
。人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

事
は
、飼
い
主
と
し
て
の
義
務
で
す
。次
の
事

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

道
路
や
公
園
な
ど
に
犬
の
糞
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
く
人
が
い
る
な
ど
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。他
人
の

土
地
や
公
共
の
場
な
ど
で
の
糞
の
放
置

は
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
っ

た
り
、他
の
犬
に
対
し
て
感
染
症
な
ど
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、散
歩
す
る
場
合

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
を
用
意
し
、糞
を
必
ず

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　
猫
は
犬
と
異
な
り
、つ
な
い
で
飼
う
と

い
う
義
務
が
無
い
た
め
、自
由
に
家
を
出

入
し
ま
す
。そ
の
た
め
、他
人
の
家
の
庭

な
ど
へ
糞
尿
を
し
て
迷
惑
を
掛
け
た
り
、

猫
同
士
の
ケ
ン
カ
や
接
触
か
ら
、感
染
症

に
か
か
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ

う
な
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
猫
は
な

る
べ
く
室
内
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課　
☎
�
８
２
５
０

ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
気
配
り
を

　
市
で
は
、夏
休
み
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
作
り
の
一
環
と
し

て
、中
央
公
民
館
の
１
室
を
無
料

開
放
し
ま
す
。

　
け
ん
玉・あ
や
と
り・お
絵
か
き

道
具・折
り
紙・カ
プ
ラ
な
ど
を
用

意
し
、職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
見
守
り
を
行
い
ま
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

夏
休
み
期
間
中
の
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
８
月
15
日
㈫
は
実
施
し
ま

せ
ん
。

◆
対
象

小
学
生（
小
学
生
未
満
は
保
護

者
同
伴
で
あ
れ
ば
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

◆
利
用
料

無
料

※
ケ
ガ
等
の
応
急
処
置
は
行

い
ま
す
が
、参
加
者（
保
護

者
）の
自
己
責
任
と
な
り

ま
す
。ま
た
、利
用
状
況
次

第
で
入
室
制
限
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課☎

�
８
２
９
３

夏
休
み
児
童
ル
ー
ム

を
ご
利
用
く
だ
さ
い



❿

◆
日
程

　
11
月
14
日
㈫

　
午
前
７
時
45
分
集
合

　
午
前
８
時
出
発

　
午
後
６
時
55
分
尾
鷲
到
着

◆
目
的
地

愛
知
県（
犬
山
城・明
治
村
）

◆
参
加
費

会
員
１
１
、０
０
０
円

一
般
１
２
、０
０
０
円

◆
定
員

40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り

ま
す
。

◆
申
込

８
月
１
日
㈫
～　

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
文
化
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）　☎

�
８
２
９
３

　
平
成
29
年
度
尾
鷲
市
民
文
化
展
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

（
※
出
品
票
は
、中
央
公
民
館
で
配
布

し
ま
す
）。

◆
出
品
部
門

絵
画・
写
真・
書
道・
色
紙・
盆
栽・

生
け
花・
手
芸・
彫
刻・
工
芸・
陶

芸・俳
句・そ
の
他

◆
出
品
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人
、市
内
出
身
者
、サ
ー
ク
ル
に

属
す
る
人（
中
学
生
以
下
除
く
）。

◆
募
集
期
間

10
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪

◆
展
示
日

10
月
28
日
㈯・29
日
㈰

◆
場
所

体
育
文
化
会
館・中
央
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
文
化
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
）☎
�
８
２
９
３

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
予
定
の
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ

ろ
旅（
２
０
１
７
秋
の
旅
）」。「
に
っ

ぽ
ん
縦
断　
こ
こ
ろ
旅
」と
は
、個
人

の
こ
こ
ろ
の
中
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な

い
風
景
や
思
い
出
の
風
景
な
ど
、個

人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
旅
番

組
で
す
。

　
番
組
で
は
、皆
さ
ん
か
ら
の
お
手

紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
、市
内
等
の「
忘
れ
ら
れ
な
い
場

所
、風
景
」に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
三
重
県
の
放
送
予
定

　
10
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮

◆
応
募
期
限

　
８
月
28
日
㈪
必
着

◆
応
募
内
容

　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性
別
、年

齢
、思
い
出
の
場
所
、風
景
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

◆
応
募
方
法

　
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応

募
、ま
た
は
水
産
商
工
食
の
ま

ち
課
で
応
募
用
紙
を
受
け
取

り
、必
要
事
項
を
記
入
し
て
、Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://nhk.jp/kokorotabi

Ｆ
Ａ
Ⅹ０

３・３
４
６
５・１
３
２
７

郵
送〒

１
５
０・８
０
０
１

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０・０
６
６・０
６
６

☎
０
５
０・３
７
８
６・５
０
０
０

水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

☎
�
８
２
２
３

職
種・採
用
予
定
数・受
験
資
格

●
事
務
職

１
人

①
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、学
校
教

育
法
で
定
め
る
大
学
、短
期

大
学（
高
等
専
門
学
校
を
含

む
）、高
等
学
校
以
上
を
卒

業
し
た
人

②
日
商
簿
記
２
級
ま
た
は
１

級
を
取
得
し
て
い
る
人

③
企
業
等
で
、経
理
実
務
経
験

が
あ
る
人

④
平
成
29
年
度
中
に
、尾
鷲
市

に
住
民
票
を
有
し
、居
住
可

能
の
人

試
験
内
容

作
文
試
験
、面
接
試
験

試
験
日
時

10
月
15
日
㈰　
午
前
９
時
～

場
所尾

鷲
総
合
病
院    

受
付
期
限

９
月
15
日
㈮　
午
後
５
時

※
土・日
曜
日
と
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

提
出
書
類

①
履
歴
書

　
（
総
合
病
院
指
定
の
用
紙
）

②
日
商
簿
記
２
級
ま
た
は
１
級

の
合
格
証
書
の
写
し

③
卒
業
証
明
書

④
成
績
証
明
書

採
用
予
定
日

　
平
成
30
年
４
月
１
日

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
尾
鷲
総
合
病
院 

総
務
課 

　
　
　
☎
�
３
１
１
１

尾
鷲
総
合
病
院

職
員
募
集

尾
鷲
市
民
文
化
展
作
品
募
集

移
動
文
化
教
室
参
加
者
募
集

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集



◆
内
容・日
時

①
昆
虫
講
座「
昆
虫
採
集
で
学
ぶ

尾
鷲
の
身
近
な
虫
」

８
月
20
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

②
樹
木
講
座「
自
然
か
ら
学
ぶ
植

物
と
虫
の
不
思
議
」

８
月
28
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

◆
場
所

熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

◆
講
師

平
山
大
輔
三
重
大
学
教
育
学
部

准
教
授

山
本
和
彦
尾
鷲
市
文
化
財
調
査

委
員
長

◆
対
象・定
員・参
加
費

市
内
の
小
学
生
児
童（
親
子
で
参

加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

①
20
人（
組
）

②
20
人（
組
）

参
加
費
無
料

◆
服
装・持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
、帽
子
、昼
食
、

タ
オ
ル
、水
筒
、筆
記
用
具
、色
え

ん
ぴ
つ

◆
申
込

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
の
間
に
、直
接
ま
た
は

電
話
で
、左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
と
な
り
次
第
、締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
☎
�
８
２
９
３

　
有
酸
素
運
動
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

９
月
２
日
㈯・16
日
㈯

10
月
７
日
㈯・21
日
㈯

11
月
４
日
㈯・25
日
㈯

平
成
30
年
１
月
13
日
㈯・20
日
㈯

平
成
30
年
２
月
10
日
㈯・17
日
㈯

平
成
30
年
３
月
10
日
㈯・24
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
定
員

20
人

◆
場
所

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費

３
、０
０
０
円（
全
12
回
）

◆
持
ち
物

ヨ
ガ
マ
ッ
ト・上
靴・水
分
等

申
込・お
問
い
合
わ
せ

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
�
６
３
６
７

　
漁
業
に
興
味
が
あ
る
人
や
就
業
を

考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、漁
業
の

仕
事
の
一
端
を
体
験
し
て
も
ら
う
３

泊
４
日
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。体
験
内
容
は
定
置
網
漁
業
で
す
。

　
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
漁
師
の
世
界

を
体
験
し
、「
漁
師
へ
の
道
」を
探
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
場
所

尾
鷲
港
ほ
か

◆
対
象

漁
業
に
興
味
が
あ
り
、就
業
意
欲

が
あ
る
概
ね
40
歳
以
下
の
人

◆
実
施
日

８
月
22
日
㈫
～
25
日
㈮

◆
定
員

４
人

◆
申
込
期
限

８
月
９
日
㈬

◆
宿
泊

　

指
定
の
宿
泊
先
に
宿
泊
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
費
用
無
料
）

◆
参
加
費

無
料

申
込・お
問
い
合
わ
せ

水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

☎
�
８
２
３
１

⓫

漁
業
体
験
教
室
参
加
者
募
集

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
生
募
集

尾
鷲
っ
子
自
然
サ
イ
エ
ン
ス

教
室
参
加
者
の
募
集

◆
採
用
種
目

自
衛
官
候
補
生

◆
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

◆
受
付

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
試
験
科
目

筆
記
試
験（
国
語
、数
学
、社
会
、

作
文
）、口
述
試
験
、身
体
検
査

◆
試
験
日
時

　

受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
手
当

月
額　
１
３
０
、８
０
０
円

※
平
成
29
年
２
月
１
日
現
在

※
法
律
の
改
正
に
よ
り
改
定
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
休
日
等

　

夏
季
や
年
末
年
始
等
の
休
暇

の
ほ
か
、週
休
２
日
制
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
住
居
等

駐
屯
地
内
や
基
地
内
の
宿
舎（
無

料
）で
生
活
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所

☎
０
５
９
７・８
５・２
２
１
４

陸・
海・
空
自
衛
官
募
集

電気は正しく安全に使いましょう
　感電災害は夏場に集中して発生します。夏は汗をかきやすく、皮膚の露出部分が多くなり、また疲労から注意力が散漫
になりがちです。この点から毎年８月を「電気使用安全月間」とし、経済産業省の主唱のもとに全国一斉に行われます。
　感電災害を防止するため、電気は安全に正しく使いましょう。

お問い合わせ　中部電気保安協会尾鷲営業所　☎�７４０４

～８月は電気使用安全月間です～



⓬

今月のフォトグラフ

ふわふわパンやさん（いきいき尾鷲っ子：中央公民館）

石田元気地域おこし協力隊員離任 三木里小学校児童による太鼓演奏（三木里：海開き）

お絵かき傘♪（いきいき尾鷲っ子：中央公民館）



⓭

　満１歳のお子さまの写真を随時募集しています！（誕生月と掲載月が異なる
場合も掲載できます）写真にお子さまの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・
電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込んでください。

はじめまして満１歳です

池
いけがみ

上 政
ま さ と

都くん
（中央町、父・政史 母・茜）
待望の長男誕生
元気に育ってね

中
な か た

田 宗
そうすけ

佑くん
（中村町、父・光則 母・千賀子）
いつもニコニコそうすけです
お姉ちゃんと仲良く
元気に育ってね!!

木
き さ ぬ き

佐貫 りのちゃん
（馬越町、父・敏男 母・まり）
いつもニコニコりのちゃん♡
生まれてきてくれてありがと
う!!いっぱい食べて、すくす
く元気に育ってね～

楠
くす

 葵
あ み な

未那ちゃん
（倉ノ谷町、父・功大 母・沙織）

いつもにこにこ笑顔のあみ
しゃん♡その笑顔で家族は幸
せです　これからも笑顔いっ
ぱい元気いっぱい育ってね♡

小
お ぐ ら

倉 笑
わ ら い

衣ちゃん
（大曽根浦、父・大義 母・真衣）

パパが大好きなわーちゃん♡
これからも元気いっぱい
ニコニコで育ってね♡

柴
し ば た

田 奏
か な た

多くん
（瀬木山町、父・祐 母・友菜）

いつもニコニコ元気いっぱい
の奏多♡１歳おめでとう!!
たくさん食べて大きくなあれ



⓮

　
平
成
７
年
６
月
、岐
阜
天
文
台

で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
り
、そ
の
席
で
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー

ク
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ウ
ィ
ー
ク
を

作
ろ
う
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。賛
成
意
見
が
多
く
、そ
の
日
の

う
ち
に
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

次
の
世
代
に
美
し
い
夜
空
を
残
そ

う
と
い
う
取
り
組
み
は
、今
年
で

23
回
目
に
な
り
ま
す
。　

　
残
念
な
こ
と
に
今
年
の
８
月
第

一
週
は
月
が
あ
っ
て
、星
空
は
お

盆
過
ぎ
で
な
い
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、夏
の
夜
空
は
、夕
涼

み
も
兼
ね
て
気
楽
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、銀
河
の
中
心

方
向
を
眺
め
る
こ
と
か
ら
、た
く

さ
ん
の
珍
し
い
天
体
を
見
る
こ
と

が
で
き
、双
眼
鏡
や
小
さ
な
望
遠

鏡
で
も「
こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
い
う
天
体
が
見
え
て
き
ま
す
。

夜
８
時
ご
ろ
に
南
の
空
を
見
る

と
、黄
色
っ
ぽ
い
星
が
二
つ
見
え

て
き
ま
す
。右
側
が
さ
そ
り
座
の

心
臓･

ア
ン
タ
レ
ス
で
す
。和
名
で

赤
星
と
い
う
よ
う
に
、太
陽
の
直

径
の
７
２
０
倍
も
あ
る
温
度
３
、

５
０
０
度
の
赤
色
超
巨
星
で
す
。

距
離
は
５
５
０
光
年
で
、す
ば
る

や
北
極
星
よ
り
少
し
遠
い
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。ア
ン
タ
レ
ス
の

左
に
見
え
る
黄
色
い
星
は
土
星
で

す
。望
遠
鏡
で
見
る
と
、環
が
一
番

開
い
た
状
態
な
の
で
見
応
え
が
あ

り
、北
半
球
の
様
子
を
じ
っ
く
り

見
る
の
に
良
い
機
会
で
す
。

　
双
眼
鏡
を
使
っ
て
さ
ら
に
左
の

天
の
川
を
見
る
と
、二
つ
の
綿
の

よ
う
な
天
体
が
見
え
て
き
ま
す
。

上
の
小
さ
い
方
が
三
裂
星
雲
、下

の
広
が
っ
て
い
る
方
が
干
潟
星

雲
で
、天
文
館
の
望
遠
鏡
で
写
真

を
撮
る
と
、す
ば
ら
し
い
色
を
し

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。天
の

川
に
沿
っ
て
観
察
し
て
い
る
と
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
有
名
な
天
体

が
見
え
て
き
ま
す
。ま
た
、お
盆
前

に
は
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
が
見

え
ま
す
の
で
、こ
れ
に
も
挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
サ
ザ
エ
は
太
平
洋
側
で
は
茨
城

県
以
南
、日
本
海
側
で
は
北
海
道

南
部
以
南
、南
限
は
鹿
児
島
県
で
、

国
外
で
は
朝
鮮
半
島
南
部
の
沿
岸

域
に
分
布
す
る
巻
貝
で
す
。当
地

で
は
海
女
漁
業
、イ
セ
エ
ビ
刺
し

網
漁
等
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
が
水

揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
７
０
年
前
か
ら
中
国
産
の
ナ

ン
カ
イ
サ
ザ
エ「
ト
ゥ
ル
ボ・コ
ー

ヌ
ト
ス
」と
別
種
で
あ
る
日
本
の

サ
ザ
エ
が
混
同
さ
れ
て
い
て
、最

近
ま
で
日
本
の
サ
ザ
エ
に
は
学
名

が
な
い
状
態
で
し
た
。こ
の
こ
と

に
岡
山
大
学
の
教
授
が
気
付
き
、

今
年
の
５
月
に
な
っ
て
正
式
に
日

本
の
サ
ザ
エ
に
学
名「
ト
ゥ
ル
ボ・

サ
ザ
エ
」が
付
き
ま
し
た
。

　
殻
に
棘と

げ

の
あ
る
も
の
は
外
海
、

棘
の
な
い
も
の
は
内
海
に
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。下
側
の
棘

は
呼
吸
の
た
め
の
海
水
の
取
り

入
れ
、上
側
の
棘
は
体
内
か
ら
の

糞
の
排
出
に
役
立
っ
て
い
る
と

の
推
察
も
あ
り
ま
す
。エ
サ
は
海

藻
で
、夜
間
に
活
発
に
食
事
を

し
ま
す
。蓋
の
裏
に
足
が
あ
り
、

よ
く
見
る
と
中
央
に
細
い
溝
が

あ
っ
て
左
右
に
分
か
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
交
互
に
動
か
し
て
内
股

歩
き
の
よ
う
に
歩
き
ま
す
。触し

ょ
っ
か
く覚

を
出
し
て
エ
サ
を
探
し
、触
覚
の

下
側
に
口
が
あ
っ
て
、海
藻
を
歯

の
よ
う
な
も
の
で
こ
す
り
切
っ

て
食
べ
ま
す
。水
温
12
℃
以
上
で

エ
サ
を
食
べ
る
た
め
、温
か
い
海

域
の
方
が
成
長
は
速
く
、殻
の
高

さ
が
６
㎝
で
成
熟
し
ま
す
。内
臓

の
先
端
が
緑
色
な
ら
ば
卵
の
色

で
メ
ス
、乳
白
色
な
ら
ば
精
子
の

色
で
オ
ス
と
い
う
よ
う
に
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
産
卵
期
は
夏
で
、卵
は
約
３
日

間
海
中
を
漂
っ
た
の
ち
、海
底
生

活
を
始
め
ま
す
。サ
ザ
エ
の
エ
サ

と
な
る
海
藻
が
な
い「
磯
焼
け
」海

域
で
は
個
体
数
は
少
な
い
で
す

が
、「
磯
焼
け
」が
解
消
し
て
海
藻

が
多
く
な
る
と
、サ
ザ
エ
の
個
体

数
も
多
く
な
り
ま
す
。

サ
ザ
エ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

天
の
川 

夏
の
星
雲 

流
れ
星
８
月
は
夜
空
を
眺
め
よ
う

お
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課　
☎
�
８
２
９
３

南の空の星座

三裂星雲干潟星雲
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み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
�
３
８
７
１

　
焼
け
付
く
よ
う
な
暑
さ
の
中
、

浜
辺
で
は
ハ
マ
ゴ
ウ
が
花
盛
り
で

す
。ハ
マ
ゴ
ウ
は
シ
ソ
科
の
落
葉

低
木
で
南
日
本
の
海
岸
で
は
ふ
つ

う
に
見
ら
れ
る
海
浜
植
物
で
す
。

茎
は
長
く
伸
び
て
浜
辺
を
這
う
よ

う
に
し
て
拡
が
り
ま
す
。

　

枝
、葉
、果
実
と
も
芳
香
が
あ

り
、特
に
果
実
を
枕
に
入
れ
る
と

よ
く
眠
れ
る
と
か
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
果
実
を
陰
干
し
に
し
て

乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
漢
方
で
は
蔓ま

ん

荊け
い
子し

と
い
い
、鎮
痛
、消
炎
の
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

世
界
で
の
分
布
は
東
南
ア
ジ

ア
の
熱
帯
域
か
ら
ポ
リ
ネ
シ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、中
国
、朝
鮮
、

日
本
の
温
帯
域
に
ま
で
拡
が
っ
て

い
ま
す
。果
実
は
軽
く
て
海
水
に

浮
き
や
す
く
、海
流
で
運
ば
れ
る

の
に
適
し
た
つ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。ハ
マ
ゴ
ウ
は
黒
潮
に
よ
っ
て

運
ば
れ
た
熱
帯
起
源
の
海
浜
植
物

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
名
前
は
浜
辺
で
這
う
と
こ
ろ
か

ら
ハ
マ
ホ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
た
の

が
転て

ん
か訛
し
た
と
か
、芳
香
を
持
つ

こ
と
か
ら「
浜
香
」が
転
訛
し
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
に
属
し

て
い
ま
し
た
が
、新
し
い
分
類
で

は
シ
ソ
科
と
な
っ
て
い
ま
す
。

続 

尾
鷲
の
植
物
誌

ハ
マ
ゴ
ウ（
シ
ソ
科
）

歯
周
病
を
予
防
し
よ
う

　
歯
周
病
は
、口
の
中
の
細
菌
が

原
因
で
、歯
を
支
え
て
い
る
組
織

が
徐
々
に
破
壊
さ
れ
て
い
く
疾

患
で
す
。進
行
す
る
と
歯
肉
が
赤

く
大
き
く
腫
れ
、歯
が
ぐ
ら
つ
い

て
く
る
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
、

最
後
に
は
歯
が
抜
け
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
最
近
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
に
よ
り
全
身
の
健
康
と
の

関
係
が
次
々
に
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。例
え
ば
、糖
尿
病
の
人
は

歯
周
病
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
、

歯
周
病
が
治
り
に
く
い
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、心
臓

病
、肺
炎
、低
体
重
児
出
産
、早

産
、骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
関
連

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
の
原
因
は

　
歯
み
が
き
が
十
分
で
な
か
っ
た

り
、糖
分
を
過
剰
に
摂
取
す
る
と

ネ
バ
ネ
バ
し
た
物
質
を
作
り
出

し
、歯
の
表
面
に
く
っ
つ
き
ま
す
。

こ
れ
が
歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）で
、１

㎎
中
に
１
億
個
以
上
の
虫
歯
菌
や

歯
周
病
菌
が
す
み
つ
い
て
い
る
と

い
わ
れ
、歯
ぐ
き
に
侵
入
し
毒
素

を
出
す
こ
と
で
歯
周
病
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

歯
み
が
き
で
歯
周
病
を
予
防

　
歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
歯
垢
を

た
め
な
い
た
め
に
は
日
常
的
な
歯

み
が
き
が
最
も
大
事
で
す
。

①
適
切
な
歯
ブ
ラ
シ
を
選
ぶ

・大
き
す
ぎ
な
い
歯
ブ
ラ
シ

・や
わ
ら
か
め
の
歯
ブ
ラ
シ

・
毛
先
が
広
が
っ
て
い
な
い
歯

ブ
ラ
シ

②
歯
と
歯
茎
の
間
の
歯
垢
を
意
識

し
て
磨
く

　

歯
と
歯
茎
の
間
ま
で
ブ
ラ

シ
が
入
る
イ
メ
ー
ジ
で
歯
ブ

ラ
シ
の
毛
先
を
、歯
面
に
対
し

て
45
度
に
傾
け
て
磨
き
ま
す
。

③
軽
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
圧
で

　

毛
先
が
し
な
ら
な
い
程
度

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
歯
ブ
ラ
シ
は
小
刻
み
に
動
か
す

　
歯
を
１
本
ず
つ
磨
く
つ
も
り

で
歯
ブ
ラ
シ
を
小
刻
み
に
動
か

し
、寝
る
前
は
特
に
念
入
り
に

磨
き
ま
し
ょ
う
。睡
眠
中
は
唾

液
が
減
り
歯
周
病
が
進
行
し
や

す
い
の
で
寝
る
前
に
し
っ
か
り

歯
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。

※
歯
ブ
ラ
シ
で
は
取
り
き
れ
な
い

歯
の
間
の
汚
れ
は
歯
間
ブ
ラ
シ

や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
う
と

良
い
で
す
。ま
た
、デ
ン
タ
ル
リ

ン
ス
の
使
用
も
細
菌
増
殖
を
抑

え
る
の
に
効
果
的
で
す
。

定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
歯
に
付
着
し
た
歯
垢
は
取
り
除

か
な
け
れ
ば
菌
と
と
も
に
石
灰
化

し
歯
石
と
な
り
ま
す
。一
度
付
着

す
る
と
、歯
み
が
き
で
は
落
と
す

こ
と
が
で
き
ず
、歯
周
病
を
進
行

さ
せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
口
内
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
歯
の
状

態
を
確
認
す
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。ま
た
、口
内
の
健
康
は
体

の
健
康
に
も
結
び
つ
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
歯
科
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

尾
鷲
市
歯
周
病
検
診

　
今
年
度
、40・50・60・70
歳
に
な

る
人
を
対
象
に
無
料
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。対
象
者
に
は
通
知

し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、本
紙
17
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

地面を這うように広がるハマゴウとその花

ハマゴウの果実
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申込・お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ http://www.kumanokodocenter.com/

熊野古道センター

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「日曜わく
わくものづくり体験」（ 午後１時～ ３ 時受付、メ
ニュー週替わり）を開催しています。
※都合により変更する場合があります。
８月の予定

６日（ひのきのおもちゃ）・13日（紙ヒコーキ作
り）・20日（動物立体パズル）・27日（ひのきのス
ツール他）

企画展　４人のアーティスト展・熊野で出会う
　熊野出身のアーティストによる作品展です。熊野の
海、山、川などの豊かな自然や暮らしをテーマに制作
した作品を通して熊野の魅力を発信します。
◆期　間　～ 8月20日㈰

午前９時～午後５時　※会期中無休
◆入場料　無料

講演会　赤木城をはじめとする熊野のお城
　城の研究家で熊野の城にも詳しい和田利信さんを講
師にお迎えし、熊野の城の魅力について、その特徴や歴
史を紐解きながらお話しいただきます。
◆日　時　８月20日㈰　午後１時30分～３時
◆入場料　無料
◆定　員　80人（要申込・先着順）
◆講　師　和田利信さん（熊野市文化財専門委員、水野

一族研究会事務局長）
◆受　付　～ 8月19日㈯　※定員になり次第終了特別展示室企画展　

貝殻から見えるもの～黒潮の贈り物～
　熊野灘を中心に、日本各地や海外などに生息する巻
貝と二枚貝の貝殻標本を展示し、その分類や生態をは
じめ、暮らしと貝との関わりなどについて紹介します。
◆期　間　～９月３日㈰　午前10時～午後５時
◆入場料　無料

実施日 場所 受付時間 定員 申込開始日

９/ ６㈬ 福祉保健センター 8:30 ～ 9:30 胃がん 50 人、肺がん 100 人 ８/3 ㈭

※託児を利用することができます。（予約が必要です。）

胃がん・肺がん検診 ●自己負担金　胃がん検診1,000円、肺がん検診500円、喀
かくたん

痰検診500円

お問い合わせ　健康長寿推進係　�３８７１

講演会　熊野の深い魅力
～スサノオの熊野とアマテラスの伊勢を中心に～
　記紀神話に登場する二神を祀

ま つ

っている信仰スポット
としての熊野と伊勢のもつ魅力についてお話しいただ
きます。
◆日　時　９月９日㈯　午後１時30分～３時
◆入場料　無料
◆定　員　80人（要申込・先着順）
◆講　師　池田雅之さん（早稲田大学名誉教授）
◆受　付　８月９日㈬～９月８日㈮

※定員になり次第終了

体験学習　東紀州の四季を味わう料理教室
～スタミナ豚肉料理で残暑を乗り切ろう！～

　相可高校の村林新吾先生による人気の料理教室で
す。9月の教室では、紀州岩清水豚を使用し、スタミナ
たっぷりのレシピで、調理方法を学びます。初心者の人
も大歓迎です。
◆日　時　９月３日㈰　午前10時～午後１時
◆参加料　2,000円
◆定　員　24人（要申込・応募多数の場合抽選）
◆講　師　村林新吾さん（相可高校食物調理科教諭）、

調理クラブのみなさん
◆受　付　８月３日㈭～ 27日㈰午後５時
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当番薬局

休日診療は尾鷲総合病院をご利
用ください。

休日の急病はこちら

月日 薬　局　名　
８/ ６ くろだ薬局

８/11 くろだ薬局

８/13 くろだ薬局

８/20 くろだ薬局

８/27 くろだ薬局
午前９時～午後５時

て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
で

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
る

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。【
配
布
先
・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
】

完
歩
達
成
者
（
※
順
不
同　

敬
称
略
）

九
州
温
泉
巡
り
Ｏ
Ｐ
10　

西
村
美
保
、中
西
絹
子

中
山
道
Ｏ
ｐ
８　

舟
瀬 

蔀

尾
瀬
Ｏ
ｐ
７　

中
川
哲
雄

奥
の
細
道
Ｏ
ｐ
５　

中
川
啓
子

奥
の
細
道
Ｏ
ｐ
３　

小
川
裕
也

東
北
名
所
Ｏ
ｐ
２　

小
川
悦
子

北
海
道
横
断
Ｏ
ｐ
１

中
村
庫
三
、大
藤
和
子
、山
下
み
さ
子
、桑
原 

保

⑮
東
北
～
盛
岡
～
秋
田
編

濵
中
多
眞
喜
、日
高
洋
美
、堀
口
敏
弘
、川
上
尚
美　

⑬
北
海
道
～
北
見
～
札
幌
編　

榎
本
静
代

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編　

大
川
真
子

⑩
九
州
志
布
志
～
熊
本
編　

山
城
あ
や
子

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い
編　

世
古
政
治

⑧
伊
予
・
讃
岐
の
国
編　

世
古
ゑ
ち
子

⑥
阿
波
の
国
編　

田
中
美
子

③
奈
良
・
京
都　

濵
中
靖
人

②
東
海
道
編　

中
森
美
枝
子

①
熊
野
古
道
編　

大
川
尚
美

【相談内容】
こころの健康についての相談

【日時・場所】
ご相談に応じます。
※電話でも相談できます。

　こころの悩みや不調を抱えていませんか。
　保健師による、こころの健康相談を行ってい
ますので、お気軽に下記のところまでお問い合
わせください。

こころの健康相談

このページの申込・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

歯周疾患検診
生涯を通じて健康を維持し、
食べる楽しみをもつことがで
きるよう青壮年期からの歯の
喪失を予防することを目的と
して、１人につき１回受診す
ることができます。

市内に住所を有し、年度内に40歳・50歳・60歳・70歳となる人が対象です。
40 歳 昭和 52 年４月２日～昭和 53 年４月１日生まれ

50 歳 昭和 42 年４月２日～昭和 43 年４月１日生まれ

60 歳 昭和 32 年４月２日～昭和 33 年４月１日生まれ

70 歳 昭和 22 年４月２日～昭和 23 年４月１日生まれ

実施機関　　市内及び紀北町の歯科医院
期　　間　　８月１日㈫～平成 30 年３月 31 日㈯ ※上記歯科医院の診察時間内で検診を受けてください。
検診内容　　問診による生活習慣や自覚症状の確認、視診察、CPI 検査（歯周組織検査）、歯科保健指導
費　　用　　無料　※検診同日に治療を行った場合の治療分は自己負担となります。
受診方法　　医療機関に予約してください。（対象者にお知らせ通知を送付します。）　　
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◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

14
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
３
時

大
川
哲
次 　
弁
護
士

◎
行
政
相
談

23
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

川
上
輝
佐
子   

行
政
相
談
委
員

◎
司
法
書
士
相
談

15
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

中
瀬
幸
志　
司
法
書
士

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

８
日
㈫午

前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課☎

�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

23
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室  

☎
�
８
１
３
４

　
平
成
29
年
度
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象

病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
、義
務
教
育
諸
学

校
へ
の
就
学
を
猶
予
ま
た
は

免
除
さ
れ
た
人
等

◆
試
験
日
時

10
月
26
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
３
時
40
分

◆
試
験
場
所

三
重
県
庁
講
堂
棟

（
津
市
広
明
町
13
番
地
）

◆
試
験
科
目

国
語・
社
会・
数
学・
理
科・
外

国
語（
英
語
）

◆
願
書
受
付
期
間

８
月
21
日
㈪
～
９
月
８
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課　
☎
�
８
２
９
２

◆
試
験
日
時

11
月
29
日
㈬
午
後
１
時
～

◆
場
所

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

津
市
一
身
田
上
津
部
田１

２
３
４

◆
申
込
受
付

８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

※
当
日
消
印
有
効

お
問
い
合
わ
せ

建
設
課　
　
　
☎
�
８
２
４
２

三
重
県
下
水
道
公
社

☎
０
５
９
８・５
３・２
３
３
１

◆
日
時

８
月
15
日
㈫
午
後
６
時
～
９
時

◆
場
所

尾
鷲
魚
市
場

※
果
物
な
ど
の
生
も
の
の
持
ち
込

み
は
で
き
る
限
り
避
け
、灯
籠

の
電
球・
電
気
コ
ー
ド
な
ど
金

属
は
事
前
に
取
り
外
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
４
５

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯

は
、市
指
定
ご
み
袋
１
、８
０
０
ℓ

分
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
交
付
要
件

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
が
い
る
住
民

税
非
課
税
世
帯（
※
世
帯
員
す

べ
て
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級

②
療
育
手
帳
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級

※
他
の
減
免
要
件（
広
報
お
わ

せ
平
成
29
年
５
月
号
に
掲

載
）で
、既
に
指
定
袋
の
交

付
を
受
け
て
い
る
世
帯
は

再
度
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
物

①
本
人（
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人
）の
印
鑑

※
代
理
の
人
が
申
請
さ
れ
る

場
合
は
、代
理
の
人
の
印
鑑

も
必
要
で
す
。

②
窓
口
で
手
続
き
を
す
る
人

の
身
分
証
明
書
、ま
た
は
資

格
証
明
書（
法
人
、ま
た
は

官
公
署
が
発
行
し
た
も
の

で
、免
許
証
な
ど
本
人
の
写

真
の
表
示
が
あ
る
場
合
は

１
枚
、保
険
証
な
ど
写
真
の

表
示
が
無
い
場
合
は
２
枚

必
要
で
す
。）

◆
申
請
窓
口

・環
境
課

（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

・福
祉
保
健
課

・各
地
区
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
�
０
６
０
５

有
料
広
告
欄

市県民税２期、国民健康保険税３期、後期高齢者保険料２期の納期限は８月31日㈭です。税務課　☎�８１７３

おわせよいとこ
ヤーヤにゃん

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
10 月号の締め切りは、８月 22 日㈫です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。
市長公室

☎�８１３２
掲載料

１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

市
民
相
談

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

精
霊
送
り

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者

試
験

市
指
定
ご
み
袋
手

数
料
の
減
免
申
請
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三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
の
選
挙
権
を
有
し
、市
内
に
住
所

や
事
業
場
を
有
す
る
人
は
、登
載
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。各
漁

協
で
も
８
月
中
旬
以
降
に
申
請
を

受
け
付
け
る
予
定
で
す
。

◆
調
製
基
準
日

９
月
１
日
㈮

◆
申
請
期
間

９
月
１
日
㈮
～
５
日
㈫

◆
申
請
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
、所
属
す
る

漁
業
協
同
組
合

お
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

☎
�
８
１
１
５

◆
相
談
者

熊
野
病
院・尾
鷲
診
療
所

野
嵜 

徹
医
師

◆
日
時

９
月
15
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時
30
分

◆
場
所

三
重
県
尾
鷲
庁
舎

◆
申
込
方
法

事
前
に
尾
鷲
保
健
所
へ
、電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

９
月
１
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

お
断
り
さ
せ
て
頂
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
保
健
所  

☎
�
３
４
２
８

　
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
３
０
０
日
前
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

は
三
重
県
を
中
心
と
し
た
東
海

地
域
及
び
和
歌
山
県
で
開
催
さ

れ
、三
重
県
内
で
は
、15
の
競
技

種
目
と
総
合
開
会
式
が
行
わ
れ

ま
す
。ま
た
、こ
の
大
会
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

県
内
の
高
校
生
が
中
心
と
な
っ

て
、３
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

◆
開
催
日

10
月
８
日
㈰

◆
場
所

伊
勢
市
内
で
行
わ
れ
る「
伊
勢

ま
つ
り
」の
会
場　

◆
内
容

①
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド

除
幕
式

②
ス
テ
ー
ジ
上
で
Ｐ
Ｒ

③
パ
レ
ー
ド

④
特
設
ブ
ー
ス
設
置

◆
そ
の
他
の
開
催
場
所

①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
員

10
月
１
日
㈰　

②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
鈴
鹿

11
月
４
日
㈯

お
問
い
合
わ
せ

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
三
重
県
実
行
委
員
会
事
務

局（
三
重
県
教
育
委
員
会
事
務

局
全
国
高
校
総
体
推
進
課
）

☎
０
５
９・２
２
４・２
８
３
８

　
警
戒
宣
言
発
令
時
に
は
窓
口
業

務
が
停
止
さ
れ
、一
部
Ａ
Ｔ
Ｍ
が

稼
働
し
な
い
こ
と
を
周
知
す
る
た

め
訓
練
を
行
い
ま
す
。

◆
実
施
日
時

９
月
１
日
㈮

午
前
10
時
30
分
か
ら
５
分
程
度

◆
内
容

　
主
要
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
一
部
を

閉
鎖
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

名
古
屋
銀
行
協
会
総
務
部

☎
０
５
２・２
３
１・７
８
５
１

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

８月５日㈯、９月２日㈯開催
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課

出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

老人クラブ８月の講座 老人クラブ連合会
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケたんぽぽ お休み 折り紙 お休み

カラオケさくら お休み コーラス 9・23 日　午後１時 30 分～

俳句 7 日　午後１時～ 民謡 3・17・24 日　午前 10 時～

将棋 1 日　午後１時 30 分～ 日舞 4 日　午前 10 時～

囲碁 8・22 日　午後１時 30 分～ 詩吟 4・25 日　午後１時 30 分～

書道 2・16 日　午前９時 30 分～ 生花 お休み

茶道 お休み お問い合わせ　☎�７９４１

８月の「三木浦こいやぁ」はお休みです。

し尿くみ取り日程

お問い合わせ クリンクルセンター 　 ☎�０６０５

須賀利　８月 17 日㈭～ 18 日㈮  
早　田　８月 21 日㈪午前中～ 22 日㈫
九　鬼　８月 23 日㈬～ 25 日㈮
三木浦　８月 29 日㈫～ 31 日㈭
曽　根　９月１日㈮

三木里　９月４日㈪～７日㈭
梶　賀　９月８日㈮  
古　江　９月 12 日㈫～ 15 日㈮
賀　田　９月 19 日㈫～ 22 日㈮

三
重
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
へ
の
登

載
申
請

精
神
科
医
師
に
よ

る
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談

全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

３
０
０
日
前
イ
ベ

ン
ト
開
催

民
間
金
融
機
関

一
斉
防
災
訓
練



学
生
の
こ
ろ
、な
が
～
い

夏
休
み
が
楽
し
み
で
。特

に
大
学
は
約
２
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
あ

り
ま
す
か
ら
、課
題
も
な
い
わ
け

で
、楽
し
く
な
い
わ
け
が
な
い
の

で
す
！
毎
日
、休
み
で
好
き
な
よ

う
に
時
間
を
過
ご
せ
た
あ
の
夏
休

み
に
、戻
れ
る
も
の
な
ら
、戻
り
た

い
で
す
。

　

し
か
し
、社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
、７
月
８
月
と
過
ぎ
る
の
が
早

い
早
い
。平
日
も
何
か
と
、イ
ベ
ン

ト
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。

　

そ
ん
な
中
、今
年
は
、久
々
に
天

文
科
学
館
に
行
っ
て
み
た
い
な
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。夜
の
星
の
観

測
な
ん
か
、と
て
も
懐
か
し
い
気

分
に
な
り
そ
う
で
す
。た
ど
り
着

く
ま
で
に
、蚊
に
刺
さ
れ
そ
う
で

す
が
、そ
れ
も
夏
の
風
物
詩
と
し

て
、腕
と
汗
を
か
き
な
が
ら
中
村

山
を
登
り
ま
す
。

星
の
物
語
り
を
楽
し
む

11
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

夏
休
み
創
作
室

25
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

１
日
㈫
～
７
日
㈪

ス
タ
ー・
ウ
ィ
ー
ク
特
別
夜

間
観
望
会

４
日
㈮・５
日
㈯

ヘ
ル
ク
レ
ス
座
球
状
星
団

11
日
㈮
・12
日
㈯

土
星・こ
と
座
ベ
ガ
ほ
か

14
日
㈪

盆
の
特
別
夜
間
観
望
会

18
日
㈮・19
日
㈯

土
星・ベ
ガ
ほ
か

25
日
㈮・26
日
㈯

三
日
月・土
星・Ｍ
13

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
、太
陽

の
表
面
を
観
望
し
ま
す
。

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
毎
月
第
三
日
曜
日
は
、家
庭
の

日
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
８
月
３
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
８
月
10・17・24
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場

・
日
時　
８
月
12・26
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
紙
芝

居
ほ
か

８
月
の
休
館
日

７・11・14・20・21・28
日

２
０
１
７（
平
成
２
９
年
）

８
月
号

発
行
日
　
平
成
２
９
年
８
月
１
日

編
集
者
　
尾
鷲
市
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/
N
o.762

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

人の動き（６月 末 現 在 ）
　人　口  18,524 人 （前月比  ＋１ ）

  　（男 8,592 人　　女 9,932 人）
　世帯数 9,604 世帯  （前月比  ＋３ ）
　転　入    34人　 　  転　出   25 人
　出　生　  ８人　　   死　亡  16 人

その他  　０ 人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ
せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記

《
一
般
図
書
》

・
カ
ン
パ
ニ
ー　
　
伊い

ぶ
き吹
有ゆ

き喜　
著

　
妻
子
に
出
て
い
か
れ
た
真
面
目
だ
け
が
取
り
柄

の
中
年
男
性
と
、「
努
力・
情
熱・
仲
間
が
そ
ろ
え

ば
無
敵
」を
信
じ
て
頑
張
っ
て
き
た
女
性
ト
レ
ー

ナ
ー
。リ
ス
ト
ラ
候
補
二
人
の
使
命
は
バ
レ
エ
団

に
出
向
し
、公
演
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
。し
か
し
問

題
は
山
積
み
で
…
。誠
実
に
、懸
命
に
生
き
て
き
た

の
に
報
わ
れ
な
い
大
人
た
ち
の
起
死
回
生
の
物
語

で
す
。

・
ぽ
ん
ぽ
ん
で
つ
く
る
ど
う
ぶ
つ
と
モ
チ
ー
フ　
　
伊い

と
う藤
和か

ず
こ子　
著

　
ポ
ン
ポ
ン
メ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
つ
く
る
ぽ
ん
ぽ

ん
を
紹
介
し
た
一
冊
。

　
た
れ
耳
が
か
わ
い
い
う
さ
ぎ
、ま
る
っ
こ
い
形

の
ペ
ン
ギ
ン
。ほ
わ
ほ
わ
の
ひ
よ
こ・・・。見
て
い

る
だ
け
で
癒
さ
れ
る
動
物
た
ち
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

そ
の
他

・
レ
イ
ア
ウ
ト
、基き

ほ
ん本

の「
き
」　
　
　

佐さ
と
う藤

直な
お
き樹　

著

・
誤ご

か
い解
さ
れ
や
す
い
方ほ

う
げ
ん言
小し

ょ
う
じ
て
ん

辞
典　
　
篠し

の
ざ
き崎
晃こ

う
い
ち一　
著　

《
児
童
図
書
》

・
お
た
す
け
こ
び
と
の
に
ち
よ
う
び

い
つ
も
困
っ
て
い
る
人
を
た
す
け
る
、お
た
す
け

こ
び
と
。今
日
は
日
曜
日
で
、こ
び
と
た
ち
も
お
休

み
で
す
。お
べ
ん
と
う
と
お
や
つ
を
持
っ
て
野
原

に
遊
び
に
い
っ
た
ら
、困
っ
て
い
る
カ
メ
を
見
つ

け
て
し
ま
い
…
。シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
働
く
車
と

こ
び
と
た
ち
が
大
活
躍
す
る
、シ
リ
ー
ズ
第
６
弾

で
す
。

そ
の
他

・
む
し
さ
ん
な
ん
の
ぎ
ょ
う
れ
つ
？  　
　
　
　
オ
ー
ム
ラ
ト
モ
コ　
作

・
ピ
ン
ク
の
ド
ラ
ゴ
ン
を
さ
が
し
て
い
ま
す　
　
あ
ん
び
る
や
す
こ　
著


